
⽒名：⼤友志穂 東京⼯業⼤学 環境・社会理⼯学院融合理⼯学系 3 年 
ホストラボ：ジョージア⼯科⼤学 Marta Hatzell 教授（メンター：Po-Wei Huang） 
 
１．ジョージア⼯科⼤学での研究活動 
“Ammonia Photosynthesis and Accurate Detection to Enable Distributed Ammonia production” 
「分散型アンモニア⽣産の実現に向けた光触媒によるアンモニア合成及び検出」 

世界で最も製造されている化学物質の⼀つであるアンモニアは、その多くが肥料として使われ、増え続ける
世界⼈⼝の⾷糧となっており、⼈類の⽣活の基盤となっています。しかし、現在のアンモニア⽣産⽅法である
ハーバー・ボッシュ法は、⼤量のエネルギー消費・⼆酸化炭素排出といった地球環境への多⼤な負荷から、持
続可能な代替法が必要不可⽋です。そこで近年注⽬されているのが、光触媒を使ったアンモニア合成というカ
ーボンフリーな⽅法です。この合成⽅法の実⽤化に実現するために、アルコールなどといった正孔補⾜材を加
えることが鍵となっていますが、正孔補⾜材は合成を促進させる⼀⽅、アンモニア検出に⼲渉してしまうとい
う問題が指摘されています。アンモニア検出への⼲渉については、まだ体系的な研究がなされていないため、
私は、正孔補⾜材によるアンモニア検出への影響や⼲渉を調べ、どのような仕組みで起きているのかを解明す
るべく実験を⾏いました。 
 具体的には、インドフェノール法というアンモニア検出⽅法を⽤い、正孔補⾜材の⼀種であるメタノールを
アンモニア溶液に異なる濃度で加えた際に検出にどう影響するのかを調べました。得られた結果より、メタノ
ールによる検出⽅法への⼲渉が確認できたほか、メタノール濃度の⼤きさによって⼲渉のトレンドが⾒られた
ので、仕組みを解明するために、実験条件を変え再度実験を⾏いました。結果として、インドフェノール法に
おける酸化作⽤が検出への⼲渉に⼤きく影響していることを発⾒しました。 
 以上の研究結果から、正孔補⾜材によるアンモニア検出への⼲渉があること、そして⼲渉が検出量の差を⽣
じさせてしまうこと、更には、その⼲渉が酸化作⽤に⼤きく左右されていることを解明することができ、持続
可能なアンモニア合成の実現に役に⽴つ研究ができたのではないかと感じています。 
 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
 まだ、⽇本の研究室に所属していないので、⽇本の研究室について詳しく知らず、単純⽐較はできませんが、
アメリカで特に感じたことやいいなと思ったことについて、以下述べたいと思います。 
l 研究室の中でのコミュニケーション・⼈間関係 

 アメリカでは、研究室内での⼈間関係は、⽇本に⽐べ圧倒的に上下関係がゆるいと感じます。⽇本では
職場で⼈の名前を下の名前で呼ぶ⽂化がないというのが⼤きく関わってくるかもしれませんが、特に学⽣
と PIの関係は⽇本に⽐べとてもフランクだと思います。学⽣は気軽に PIの⽅を下の名前で呼び、⼀緒に
ランチをしたり、ディスカッションをしたりしていました。また学⽣とポスドクなど PI 以外の⼈間関係
もとても近かったように感じました。研究室のメンバーでランチを取ったり、休憩時間にみんなでアイス
クリームを⾷べに⾏ったりと、研究以外の時間もともに楽しんでいる印象がありました。 

l 発表・プレゼンの仕⽅ 
 アメリカでは、発表の際に、①⾃分の研究では何が⼀番⼤事か（”key takeaway”はどこか）、②⾃分の研
究が社会にどう役に⽴つか、③⾃分の研究は何が他と違うか（何が新しいか）、の 3 つの点が特に重視さ
れていると感じました。ポスター発表のための発表練習をする際、最初私はすべてを説明しようとしてし
まい、研究の重要性や特異性、そして流れがわかりにくい内容となってしまいました。その時に、メンタ



ーさんから、重要なポイントを絞ること、社会とのつながりを明確にすること、そして⾃分の研究なぜ特
別なのかをアピールすることが⼤事とアドバイスを受け、わかりやすい発表内容に改善することができま
した。 

l 時間の使い⽅ 
 アメリカの研究室の⼈たちは、時間の使い⽅が⽇本の研究室と⽐べて違うのかなと感じました。⽇本で
は研究室にコアタイムなどがある⼀⽅、アメリカの研究室では、それぞれが好きなタイミングで⾃分のペ
ースで研究を⾏っているという印象がありました。実際、私のメンターさんも午前に来て、⼀つ実験を⾏
い、休憩をしてからまた⾃分のタイミングで研究室に来て実験を⾏う、といった⼤変⾃由なスケジュール
で研究を⾏っていました。特に、私の所属していた研究室では、「いついつまでにこれを終わらせる、と
いう明確な締切や研究のビジョンが⽴てられていたら、それまでの実験計画は⾃由でよい・それぞれに任
せる」、との認識だったため、⾃分に合った時間の使い⽅・スケジュールでのびのびと実験を⾏える環境
が出来上がっていたのではないかなと思います。 

 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 

アメリカ、特にアトランタで⼀つ困ったことは、移動⼿段です。アトランタでは、マルタ（電⾞）や学校周
辺を回る無料バスなどの交通機関がありますが、都市ほど発達はしておらず、治安の問題もあるので、⾞や電
動スクーターがないと移動できる範囲が限られます。幸い、滞在していたホテルの近くにはスーパーと薬局が
あったので、徒歩で買い物に⾏くことができますが、徒歩 30 分以上かかってしまうところは、ウーバーを呼
んだり、現地の⼈の⾞で連れて⾏ってもらったりしました。また、それに伴って、アトランタの⼈々と私たち
⽇本⼈では、移動に対しての考え⽅が⼤きく違うと実感しました。私たちは歩ける距離・範囲なら徒歩で移動
してしまいますが、現地の⽅は徒歩 5 分のところでさえも、⾞で移動するほうが便利という考えをしていて、
移動に対する価値観の違いが⾯⽩かったです。 

もう⼀つ、困ることは、⾃分の⾷⽣活が完全にアメリカンになるということです。アメリカに 2か⽉間過ご
すとなると、絶対に⾷⽣活が変わり、体型や体重が変化すると思ったので、8 ⽉当初はスーパーでサラダやド
レッシング、果物などを買い、なるべくヘルシーな⾷⽣活をすることを⼼掛けていました。学校のジムを契約
したり、ホテルのジムを使ったりしていましたが、9 ⽉からはその努⼒が消えるかのように、ヘルシーな⾷⽣
活と運動へのモチベーションはなくなってしまいました。私はもともと、クッキーやブラウニーなどは、⽇本
のものよりも、アメリカの⽢くてカロリーが⾼いものの⽅が好きということもあり、他の⽇本⼈学⽣と毎⽇の
ようにクッキーを⾷べたり、サラダを買わなくなったりなど、完全に意識がなくなってしまいました。ジムに
も通っていましたが、忙しくなったということもあり、8 ⽉に⽐べると 9 ⽉は⾏く頻度も下がってしまいまし
た。⽇本でいるときの完全に⾷⽣活が変わるということは、意識していても避けられないのだなと感じました。 

また、現地では、誰にでも挨拶する・話しかけられる、という⽂化がとても好きでした。ホテルのフロント
のスタッフや清掃のスタッフ、エレベーターで偶然⼀緒になった⼈、ロビーでちょうど隣に座っていた⼈、ス
ーパーにいた他のお客さん、などたくさんの⼈と会話をすることができ、とても楽しかったです。⽇本だと、
知らない⼈に挨拶するのは逆に不⾃然ですが、アメリカでは、知らない⼈でも挨拶できる、というのがこちら
でのコミュニケーションの楽しさの⼀つだと思います。 
 
４．本プログラムに参加の成果・意義 
 今回、NAKATANI RIES プログラムに参加して、私は多くの学びと発⾒、考え⽅を得ることができたと思っ



ております。 
 ⼀つ⽬が、⾃分の興味のあるテーマの発⾒。⾃分の幼い頃の夢である「国際社会に貢献したい」という思い
を持ちながら、漠然と、「持続可能性」や「地球規模課題」に興味がありましたが、具体的にどの分野を⾃分が
学んで、社会に貢献するのかということについてはっきりしていませんでした。しかし、今回、研究室での研
究やメンターさんとのディスカッションを通して、⼈類においての「アンモニア」という物質の重要性、そし
て持続可能なアンモニア⽣産の必要性を学ぶことができ、アンモニアの研究、そして「化学」という分野にお
ける持続可能な科学技術、という分野に⼤変⾼い関⼼を持つことができました。帰国後すぐに、私の⼤学では
研究室配属に向けて本格的に研究室⾒学が始まり、年内には研究室が決まる、つまり⾃分の研究分野が決まり
ます。そのため、今回のプログラムにおける興味のある分野の発⾒は私にとってとても⼤きな意味を持ってい
ると強く感じています。今回「化学」を使った持続可能な科学技術の可能性を強く感じ、今後はこれについて
更に勉強・研究していきたいと思っています。 
 ⼆つ⽬は、沢⼭の⼈との出会い。今回のプログラムではまず、11名の⽇本⼈学⽣との出会いがありました。
「海外で研究したい」という同じような志向を持つ同年代との交流・出会いは私にとって本当に楽しく、刺激
的なものでした。それぞれが、⾃分の興味に向かって懸命に努⼒している姿を⾒たり聞いたりして、私⾃⾝も
多くの刺激を受けることができ、彼らとの交流の中でも多くの学びと気づきを得ることができました。普段の
⽣活では出会うことのできない仲間たちと出会うことができたのも、それぞれが⾼みを⽬指して、この
NAKATANI RIES プログラムに挑戦した結果なのではないかなと思ってます。更に、この 11名とはともに 50
⽇間を⼀緒に過ごし、慣れない⼟地で、お互いの安否を確認したり、常に⽀え合ったりしていました。⼀⽇の
多くを⼀緒に過ごした彼らは、私にとって家族のような存在であり、将来のことや研究のこと以外にも、何気
ないことやくだらないことなど何でも話せる存在です。そして、滞在中はメンターさんや研究室のメンバー、
PI、先⽣⽅、JSA のメンバーたち、US フェローの学⽣たちなど、様々な⽴場・背景の⼈たちと出会うことが
できました。特に、メンターさんとも毎⽇のように会い、研究のことはもちろん、お互いの⽇常⽣活について
も共有することが多く、ささいなことでも相談できる関係になれたと感じています。研究の合間に休憩を兼ね
てコーヒーショップに連れて⾏ってもらったり、お昼を⼀緒に⾷べに⾏ったりし、私にとって⼤切な出会いと
なりました。最終⽇にお別れをするときは本当に悲しく、泣いてしまいました。この夏、様々な⼈たちとの出
会いや絆を通して、⾃分の視野が⼤きく広がったと実感しています。⾊々な価値観に触れ、⾃分⾃⾝⼤きく成
⻑できたと強く感じています。そして、今後もここでの出会いや絆を⼤切に、再びみんなに⽇本やアメリカで
会えるときを楽しみに頑張りたいと思っています。 
 三つ⽬は、専⾨性とコミュニケーション能⼒両者の両⽴について。今回の研究活動を通して特に感じたこと
は、私たち理系は、専⾨性とコミュニケーション能⼒の両者が必要であり、どちらも⽋けてはいけないという
ことです。例えば、いくら素晴らしい研究をして、世に役に⽴つ研究をしたとしても、それをうまく発信・共
有するコミュニケーション能⼒がなければ、研究が埋もれたままになってしまいます。⼀⽅、いくらうまく⼈
とコミュニケーションがとれたとしても、⾃分のスキルや専⾨性として提供できるものがなければ、何も役に
⽴てなくなってしまいます。⽇本以外の欧⽶、そして特にアメリカでは、声をあげなければそれは意⾒がない・
共有するものがない、と⾒なされてしまうので、特に発信する能⼒というものが求められていると感じます。
そのため、今回学んだプレゼンや発表のコツ、⼈とのコミュニケーションというものをしっかり⾃分のものに
して、⾃分の専⾨やスキル・知識をしっかりと相⼿に伝えることのできるような⼈材になりたいと強く思って
おります。 
 四つ⽬は、⾃分のスキルへの⾃信です。まずは、語学やコミュニケーションのスキルです。語学はあくまで



もツールでしかなく、それをどう使うのか、使いこなせるか、ということがとても⼤事だと私は思っています。
そのため、ただ英語が話せるだけではなく、その英語を使って効果的にコミュニケーションができるのか、研
究について説明できるのか、理解して使えるのか、という点に関して、今回のプログラムでの経験を通して⾃
信がつけたのかなと感じています。今後海外⼤学の研究室や英語の環境で研究、更には英語を話す職場で働く
ようになったとしても、⾃信をもって、プロフェッショナルな場⾯でしっかりと⾃分の英語を使うことができ
ると⾃信がつきました。もう⼀つのスキルは、パブリックスピーキングのスキルです。中⾼時代、⼈前で発表
する機会、特に研究発表に関する機会が多数あったため、発表やプレゼンに対する緊張感や不安感はもともと
あまりありませんが、シンポジウム前⽇にメンターさんと研究室のメンバーにプレゼンを⾒せた際に、「いい
ところを⾒せたい」という⾃分⾃⾝へのプレッシャーからとても緊張してしまい、あまりうまくできず、⾃信
も全くない状態になってしまいました。しかし、絶対に改善して、シンポジウム当⽇には、⾃信をもって堂々
と⾃分の発表がしたい、とそこで強く決⼼し、何回も練習し、当⽇に臨みました。今までの経験と、これまで
のポスターの発表練習を思い出しながら、当⽇は緊張せず、堂々と発表することができ、メンターさんや研究
室のメンバーにも「すごくよかったよ、頑張ったね」と声をかけてもらうことができ、⾃信をつけることがで
きました。「いいところを⾒せよう」ではなく、「今⾃分のできる全⼒でやろう」という気持ちで、ここで学ん
だことを忘れずに⾃信を持ちたいと思いました。もちろん、⾃分の今の語学やコミュニケーションのスキル、
パブリックスピーキングのスキルも完全なものではありません。まだまだ⾃分に⾜りていないこと、向上させ
なくてはならないことを⾃覚しつつ、⾃分が今ここまでできている、ということに⾃信を持ちたいと思います。 
 これらを通して、まず⾃分の⼩さいことからの夢である「国際社会に貢献する」という夢が⼀層強化された
ように思えます。ここで得たことや学んだスキルを活かして、今後も夢に向かって進んでいきたい 
 
５．その他 
 今年の夏は私にとって、最⾼に充実した有意義な夏でした。今までの夏で⼀番楽しかった夏でした。研究活
動、そしてアメリカでの⽣活の両者が⼤変充実しており、本当にいい環境で 2か⽉間過ごすことができたと実
感しています。多くのことを経験し、吸収することができ、⾃分の将来や今後の⽅向性へ⼤きく影響を与える
きっかけだと感じております。このプログラム中に感じたこと、学んだこと、経験したことを忘れずに、今後
も⾃分の夢に向かって全⼒で進んでいきたいと思います。 

最後になってしまいましたが、この度、ジョージア⼯科⼤学での研究活動の機会を下さった⼩川様を始めと
する中⾕医⼯計測技術振興財団の皆様、ジョージア⼯科⼤学の先⽣⽅、研究室の先⽣⽅・学⽣の皆様、留学の
⼿続きや後押しをしてくださった東京⼯業⼤学の先⽣・職員の⽅、そして留学の⽀援・サポートをしてくださ
ったすべての皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。また、留学を後押ししてくれた家族や友達、先⽣⽅、
そしてこのプログラムで出会ったすべての⼈たちにも感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。 

 
 

 


